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参加申込書

日本沿岸域学会　平成21年度全国大会（酒田）  公開シンポジウム
シンポジウムの開催にあたって

■申込〆切：平成21年7月13日（月）
※定員により締め切りの場合には、ご連絡いたします。参加可能の場合は、
　特にご連絡申し上げません。当日、受付までお越し下さい。

会員区分

　海洋ごみ問題に対応するには、海岸だけではなく流域を含む広域的な沿岸域の範囲において、市民、事業者、研究
者、行政等、多様な主体が協働した、総合的な取り組みが必要です。このような取り組みは、「沿岸域の総合的管理
（海洋基本法・第二十五条）」の実践例の一つでもあり、その目指すところは、利用と保全が調和した美しい沿岸域
を後世に引き継ぐことにあります。
　一方、国においては、「美しく豊かな自然を保護するための海岸における良好な景観及び環境の保全に係る海岸漂
着物等の処理等の推進に関する法律（漂着ごみ対策法）」が新たに制定されようとしているなど、海洋ごみ問題をめ
ぐる情勢が変化しつつあります。
　本シンポジウムは、このような昨今の海洋ごみ問題をめぐる法制度や各地での実践活動の最新状況について情報共
有・意見交換を行うとともに、美しい沿岸域づくりのための総合的な取り組みに向けた課題を明らかにし、その解決

のための検討を行うものです。
　当日は、「新たな制度への対応を探
る」、「地域における協働を探る」をテー
マに、２部構成でパネルディスカッション
を行います。海洋ごみ問題は、沿岸域にお
いて総合的な取組が求められる象徴的な課
題です。このことを再確認するとともに、
新たな法制度のもと、地域はどのような意
識と手法をもって海洋ごみ問題に対処すべ
きか？国や地方公共団体は今後さらにどの
ような政策や事業を指向していくべきか？
これらに対する研究者（学会）の役割は？
といったことを皆さんと一緒に考えていき
たいと思います。

海洋ごみ問題
求められる視点

① 広域的な視点　不可分の関係

② 一貫的な視点　一体的な取組

③ 長期的な視点　継続的な対応

④ 参加と連携の視点　協働

発生源対策

回 収 対 策
求められる
視点

内陸 河川 海域・
海岸

発生抑制

現在 将来

NPO等

研究機関

行政 事業者

回収 処理

処 理 対 策

モニタリング

総合的管理の
必要性を象徴
する問題

東北公益文科大学公益ホール
（山形県酒田市飯森山3－5－1）

TEL＆FAX：0234-41-1065

バ　　ス：るんるんバス酒田駅大学線にて酒田駅から約15分
　　　　　庄内空港からリムジンバスにて約25分
タクシー：酒田駅前より約10分　庄内空港より約20分


